(基礎研究のサンプル)
職 務 経 歴 書
20xx年xx月xx日現在
氏名　○○ ○○
■職務要約
20xx年x月○○株式会社に入社。入社後×年間は、半導体量産工場立ち上げに伴い、新人研修として製造装置のオペレーターや機器メンテナンスを経験。その後x年間、開発研究員を務め、マーケティング、海外工場指導や材料開発、材料分析業務、半導体プロセス研究開発業務など、幅広く半導体事業を経験。
■職務経歴
	19xx年xx月～20xx年xx月　　株式会社○○○○○○

	事業内容：　○○○○◎○○○○●
売上高　：　xxx億円　　　従業員数：　x,xxx人　　　上場：　東証一部上場
	正社員
として勤務

	20xx年xx月～20xx年xx月　／　新規材料開発業務

	新規導電ペーストの開発を担当。
新規材料の探索から選定評価、量産化試作、現行品拡販技術的フォロー等を担当。
高熱伝導導電性ペーストの開発、LED、高周波部品用高接着力導電性ペーストの開発経験。　
	
	

	20xx年xx月～20xx年xx月　／　マーケティングおよび顧客対応

	既存　酸化膜エッチャー（xxmm）の国内新規（xxnm）導入機会を逃した為、新たにこのマーケットに対して、マーケティングしリカバリーを行う必要がありました。
顧客ニーズのキャッチアップ、対客先との関係構築、顧客ニーズを本社に理解させ、それに即応した対応を行わせ、顧客満足度を上げました。
	
	

	20xx年xx月～20xx年xx月　／　新規プロセス開発業務

	ゲート線幅0×ミクロンEEPROM製品工程のxインチおよび×インチウェハ工程の導入から量産まで経験。
導入評価から標準化も担当し、半導体パラメータ評価を主に担当。TEGデザインも経験。
	
	

	20xx年xx月～20xx年xx月　／　新規プロセス開発業務

	新規VLSI工場建設スタッフをプロセスエンジニアとして担当。
用地選定・クリーンルーム設計・拡散処理室ラインレイアウト・装置選定・購入・設置・立ち上げを遂行。　　
	
	

	20xx年xx月～20xx年xx月　／　新規プロセス開発業務

	IC工場の生産コスト削減を、薬液の品質を改善しつつ達成する方法の研究開発を環境エンジニアとして担当。
耐薬液性フィルターを使用したシステムを設計・導入し、薬液品質を最上級にしながらコストを削減することに成功、かつxx％の省力を達成。
	
	

	20xx年xx月～20xx年xx月　／　海外工場技術指導業務

	オランダ工場にxカ月滞在し、xμm C-MOSプロセス技術を移転するとともに不良解析を遂行。歩留まりxx％からxx％に向上させた。 
	
	

	20xx年xx月～20xx年xx月　／　海外工場技術指導業務

	シンガポール工場にxカ月滞在し、xμm C-MOSプロセス量産立ち上げを指導し、ウェハ最終工程で発生するロットアウトを不良解析手法により撲滅。　　
	
	


■活かせる経験・知識・技術
半導体物性・プロセス実験
不良解析
工程管理
材料開発
統計学
X線単結晶構造解析
蛋白質構造
有機高分子結晶化技術
分子設計
GC-MS、TOF-MSによる質量分析
コンピュータースキル(Excel、Word、PowerPoint、Project、Visio)
プログラミング(FORTRAN、Visual basic、HP-Basic、QV-Basic)
■自己ＰＲ
研究開発、マーケティング、プロセス開発、工場への技術指導、生産立ち上げまで幅広い工程を経験してきました。また、半導体パラメータをテストエレメントデザインからテストまで一貫した評価ができます。半導体の製造工程においては、一連の経験があると自負しております。
半導体については、材料開発などの経験もあり、知識としては、ロジックCMOS、高耐圧CMOS、バイポーラ、EERPOMなどロジックからアナログデバイスなど多品種にわたります。CCDやCMOSセンサーの原理も理解しており、貴社において即戦力としてお力添えができると考えております。
何卒採用のご検討をいただけますようお願いいたします。
以上
あまり、限定せずに簡潔に！
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